
（別紙３）

○事業所名 株式会社エンジョイプレイランド

○保護者評価実施期間 2025 年 10 月 20 日 ～ 2025 年 11 月 20 日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） ３６名 （回答者数） ２０名

○従業者評価実施期間 2025 年 10 月 20 日 ～ 2025 年 11 月 20 日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） １０名 （回答者数） ６名

○事業者向け自己評価表作成日 2025年12月13日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1
施設の広さ。

場所をわかりやすく仕切って、ご利用者様それぞれが、安心し
て安全に活動できるようにしている。また、障害特性や発達段
階で大まかにグループ分けをし活動している。

ご利用者様に安心して安全にご利用頂けるように、毎日の清
掃を丁寧に行い、整理整頓を行う。

2

スタッフ一人ひとりの資質向上のための、事業所研
修に積極的に参加している。 会社が計画している研修にできる限り参加できるようシフト調

整を行っている。また、研修の内容について、支援にどう生か
していくかを話し合い、声を掛け合っている。

スタッフが不安に思っていることや、知りたいことを聞き取
り、事業所内でも研修を行っていく。

3 スタッフのチームワークの良さ。

朝礼と終礼で、ひとりひとりが気が付いたことや気になること
、感じたことを話し合っています。業務の割り振りを行い、一
人一人が責任をもって取り組めるようにしています。仕事終わ
りに、一本締めをし、それ以降は気持ちを切り替えています。
また、仕事終わりの時間を守るようにしています。

スタッフ一人ひとりの強みを生かした業務配分を行いつつ、
なんでも話し合い解決策を見つけていく。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
職員の配置。スタッフ一人ひとりの業務負担が大き
いことと、休みを取りづらい現状がある。

職員の早期退職
業務の整理やマニュアル化など、一人一人が働きやすい環境
作りを目指していきます。

2 地域の方との交流が少ない。
地域の方との交流の機会が、休みの日や、夜であることが多い
ため難しい。

コンスタントに施設周りの清掃活動を行う。近所のお店にご
利用者様と一緒に買い物へ行く。

3 放課後児童クラブや児童館などとの交流がない。 計画は立てるが、受け入れ先へのアプローチができていない。
本部との連携を密に行い、地域の子供たちとの交流につなげ
ていける機会を見つけ、積極的にアプローチしていく。
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